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１．はじめに 

 

近年、サステイナビリティを実現する都市構造として

コンパクトシティが注目され、その｢人口密度が高い都

市ほど交通環境負荷が低減される｣という分かりやすい

図式1)により、様々な行政主体でその推進が表明されて

いる。最近では国土交通省の社会資本整備審議会答申に

おいて｢集約型都市構造｣として都市コンパクト化政策の

重要性が明記されるに至っており2)、これを受けて地

方・自治体レベルでも導入の試みが増加している。この

ような動きに対応した最近の研究としては、都市コンパ

クト化に対し環境負荷の視点を含めた経済評価を行った

研究3)や、アクセシビリティに着目した研究4)，計画手法

や空間構成についてまとめたもの5)等が挙げられる。 

しかし、実際に都市コンパクト化を実現するには、長

期的な視点から郊外から都心部等への居住者の転居を促

進していく必要がある。その一方で、例えば郊外で自動

車に非常に依存した生活をしていた居住者が都心や駅の

近くへの転居を行ったとしても、その居住者が自動車に

依存した生活を単純に放棄するとは限らない可能性があ

り、都市コンパクト化により交通環境負荷を低減させる

ためには、転居が起こるとともにその前後で居住者の交

通行動が変化し自動車依存状況が改善される必要がある。 
コンパクトシティと居住誘導に関しては、住宅需要

マネジメントに関する論説6)を始めとして、最近の都心

マンション建設による短期的な影響に関する研究7)や、

都市構造と転居行動との関連について分析した研究も行

われつつあり8)、特定都市や特定事業を対象とした研究

では多くの蓄積がある。 
また、転居と交通行動変化に関する研究としては、

居住者が郊外から都心に移転しても自動車への依存状況

には影響がない可能性があることを示唆した研究9)や、 
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具体的に転居前後の交通行動と居住地選択行動の関係を

分析した研究10)も行われている。しかし、特定都市もし

くは特定地区での転居を対象とした研究が多く、転居前

の居住地と転居後の居住地において実際に交通行動が変

化するのかということは一般性が確保されたデータを用

いて十分に明らかにされていない。 
そこで本研究では、都心の中心市街地から農村的要素

も有する低密な郊外まで、幅広い住宅地タイプを含む地

方中心都市を対象に、一般性を確保できる全国規模のデ

ータを用い、転居前後の交通行動の変化についてその実

態を地区属性別に明らかにすることを目的とする。ここ

で地方中心都市(Central City in Local Area, CL)とは、三

大都市圏以外の都市で、県庁所在地または人口15万人以

上の都市とする。そして具体的には地区属性によって住

宅地を分類し、そのタイプごとに分析を行い、どのよう

な住宅地で交通機関、特に自動車の利用が増加もしくは

減少しているのか明らかにすることで、郊外から撤退し

交通等のインフラ整備の整った都心あるいは駅周辺部に

人口を誘導するようなコンパクトシティの推進によって、

交通環境負荷を低減させる可能性があるか考察する。 
 

２．本研究の特長 

 

1) 転居前後の情報が一貫して十分に確保されたデータ

を用い、実際の交通行動変化を初めて明らかにできた。 
2) 地方中心都市の住区を網羅した膨大な蓄積データを

活用することで、転居前後の交通行動を数多くの住宅

地タイプ間で横並びに比較・考察することができた。 
3) 近年顕著な都心マンション建設に伴う転居行動のみ

を対象とした瞬間風速的な分析ではなく、通常は把握

しにくい昔の転居を含めた過去の長期間に亘る転居を

全て対象とした、累積的視点に基づいた分析である。 
 

３．使用データと分析内容 

 

本研究では、全国に通じる一般的な分析結果を得る

ため、全国都市パーソントリップ調査（以下全国PT調
査）のデータを用いて住区の基本的な特性から住区を類

型化した住宅地タイプ11)を使用する。この全国PT調査は



人口規模の異なる性格が多様な都市を完全にカバーする

ように設計されており、さらにその中で各都市から住民

基本台帳を基に約30の地区（合計300世帯を満たす町丁

目レベル）をランダムサンプリングしているため、調査

区画の選定方法に偏りがないことが保証されている。全

国PT調査の調査区画面積の中央値は29.3haであり、一般

的な個別の住宅地開発プロジェクトの規模（数haから10
0ha）にほぼ相当する。本研究では、個人調査サンプル

と住宅地の対応が十分な精度で可能な21都市の551調査

住区に及ぶデータを住宅地タイプ設定の際の分析対象と

した。詳しい設定方法については省略するが、住区を類

型化していくにあたって、都市計画事業・政策を実施す

る上でコントロール可能な項目を採用することを基本思

想として住区特性と居住者の自動車燃料消費量との相関

関連を分析したところ、人口密度の他、最寄り駅からの

距離のような鉄道サービスに関する項目で自動車燃料消

費量との関連性が見られた。さらに土地利用・建物立地

をコントロールする要素として政策検討の際には実際の

土地利用実態よりも重要である土地利用規制に関する指

標も加え、分類条件を設定した。そして十分な分析精度

が保障できる程度のサンプル数（300～500）を確保する

ことを考慮しながら類似した特性をもつ住区をまとめて

いき、最終的にCL1~CL40という40種類の住宅地タイプ

を設定した。なお、交通環境負荷の違いを把握しやすい

よう住宅地タイプ番号はCL1, CL2, CL3, …と1人1日自

動車燃料消費量が大きい順に設定した。 
転居に関するデータについては、特に平成17年全国P

T調査の意識調査票Bに着目し、過去の居住地及び現在

の居住地における各交通機関利用頻度を年または月また

は週あたりの利用日数で質問した結果を用いて年間日数

に換算し、各交通機関利用頻度の変化を比較するととも

に、転居経験、転居予定の項目について分析した。 
 

４．分析結果と考察 

 

住宅地タイプ別に転居前後の各交通機関利用頻度変

化を分析した結果、全体としては自動車利用頻度が増加

した住区数が地方中心都市全体の住区数の90.2%を占め

ており、同割合が大都市圏中心都市では46.4%、大都市

圏衛星都市では75.9%、そして地方都市でも88.6%であ

ったのに対し、地方中心都市では他の都市タイプと比較

しても自動車利用頻度が増加した住区が圧倒的に多いこ

とが明らかになった。ここでは紙数の都合上、結果の一

部を、各住宅地タイプの分類条件、転居経験の有無及び

転居予定の項目の結果、さらに該当する住区の概要とし

て自動車燃料消費量や人口、人口密度等の平均値ととも

に図－1に示す。これらは分析の結果、特に自動車の利

用頻度の増減の変化幅が大きいものを抜き出しており、

都市圏の中での位置とイメージが分かりやすいよう都心

からの距離の平均値が近い順に並べ、その住宅地タイプ

の特徴を表す典型的な画像とともに示している。以下に

考察を示す。 
1) まず、住宅地タイプCL13やCL15のように市街化調

整区域の割合が高い郊外部の住宅地タイプにおいて

自動車利用頻度が増加していることを実データから

確認することができた。これらは人口密度区分が50
人/ha未満と非常に小さく、その平均値を見ても住宅

地タイプCL13で31.1人/ha、住宅地タイプCL15で20.8
人/haと、他の住宅地タイプと比較しても小さな値と

なっていることが分かる。 
2) その他に自動車の利用頻度の増加が目立つのは住宅

地タイプCL34、CL6、CL8のような都心周辺部から

郊外部の間に位置する住宅地タイプである。これら

はいずれも低層住居専用地域や住居地域の割合が高

い住宅地タイプで、人口密度も小さいことが分かる。 
3) 一方で、同じように都心周辺部から郊外部の間に位

置する住宅地タイプでも、人口密度が100人/ha以上

と高密で住居地域の割合が高い住宅地タイプCL27や、

人口密度は50人/ha未満と小さいが中高層住居専用地

域の割合が高く、図中の画像を見ても一定地域に高

密に居住している傾向が大きい住宅地タイプCL21で
は、自動車利用頻度が減少している。そして住宅地

タイプCL21では自動車利用頻度が減少する代わりに

わずかながらではあるが路線バスの利用頻度が増加

しており、また住宅地タイプCL27では自転車や徒歩

の利用頻度が増加している。その半面、どちらの住

宅地タイプでも鉄道の利用頻度は減少していること

が分かる。 
4) 住宅地タイプCL37は都心からも駅からも近い都心部

の住宅地タイプであるが、このように本来なら自動

車を利用しなくても利便性の高い住宅地に住んでい

る人でも、自動車の利用頻度が増加してしまってい

ることが分かる。 

5) さらに、住宅地タイプCL24は商業系の用途地域と住

宅系の用途地域を混合させたミクスト・ユースの住

宅地タイプであり、都心から都心周辺部の住宅地に

あたるが、ここでも自動車利用頻度が増加しており、

その増加幅は先述の住宅地タイプCL37よりもさらに

大きい。 

6) 地方中心都市では、住宅地タイプCL37の他、住宅地

タイプCL6、CL8、CL13のように駅からの距離が1k
m未満と鉄道の利便性が高いはずの住宅地タイプで

も自動車利用頻度の増加が顕著であり、鉄道の利便

性の大小に関わらず地方中心都市全体として自動車

依存の傾向が強まっていることが分かる。さらにそ

れ以外の住宅地タイプを含めて見ても住宅地タイプ



CL13以外では鉄道の利用頻度が減少しており、居住

者が自動車利用を前提とした転居を行っているため、

公共交通がますます利用されなくなっていることが

推察される。 
7) 「転居予定」の回答割合に着目すると、住宅地タイ

プCL34、CL6、CL8、CL13、CL15のような都心周

辺部から郊外部に位置しており自動車利用頻度が増

加している住宅地タイプでは「転居予定あり」と答

えた人の割合が非常に小さいことが分かる。このこ

とから、都心周辺部から郊外部の住宅地タイプでは

自動車依存度が高まっている上にその住宅地に住み

続けたいと考える定住志向の人が非常に少ないこと

が読み取れる。 
8) 住宅地タイプCL37、CL24のような都心部の住宅地

凡例

CL37 537.3cc/人・日 商業地域60%～

50～100 ～1 - ～50

0.4km 105.8本

CL6 1056.2cc/人・日 住居地域60%～

～1 -

1.0km 0.7km 190.6本 3.9km
2,680.7人 77.1人/ha 1,617.6人 35.8人/ha

- - - 50～100

CL24 797.7cc/人・日 住宅系及び商業系混合 CL8

0.5km 66.7本

988.0cc/人・日 低層住居専用地域90%～

～1 -

2.6km 1.2km 96.6本 4.8km
4,519.8人 57.0人/ha 2,093.0人 65.4人/ha

～50 - - ～50

CL21 838.5cc/人・日 中高層住居専用地域60～90% CL13

0.6km 73.0本

927.6cc/人・日 市街化調整区域25～50%

- 5～

3.1km 1.8km 151.3本 5.9km
2,148.1人 35.7人/ha 2,811.3人 31.1人/ha

100～ - 1.6～ ～50

CL27 784.9cc/人・日 住居地域60%～ CL15

2.7km 169.0本

918.0cc/人・日 市街化調整区域50～75%

1～ -

4,334.3人 108.1人/ha 16,393.5人 20.8人/ha
3.1km 1.3km 88.7本 6.2km

CL34 687.8cc/人・日 低層住居専用地域60～90%

3.1km 2.2km

平日自動車燃料消費量 土地利用規制～50 1～ - 住宅地タイプ

2,007.5人

列車本数

37.8人/ha 人口密度 駅距離

95.3本 人口 人口密度

都心距離

都心距離 駅距離
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図－１ 住宅地タイプの概要と転居意向及び転居前後の各交通機関利用頻度変化 

 



タイプでは逆に「転居予定あり」と答えた人の割合

が大きく、また先述のようにどちらも自動車利用頻

度が増加していることから、自動車に依存した生活

を保持しながらその利用に便利な郊外部に転居した

いと考えていることが推察される。 
9) 自動車利用頻度が減少した住宅地タイプに着目する

と、住宅地タイプCL21では「転居予定あり」と答え

た人の割合が高く、中高層住居専用地域の割合が高

いことからも現在の居住地は仮住まいとして将来的

には転居を考えている人が多いことが分かる。その

一方で、住宅地タイプCL27では「転居予定あり」と

答えた人の割合も「転居を考えたことはある」と答

えた人の割合も小さく、定住志向の人が多いことが

読み取れる。 
10) 住宅地タイプCL27やCL37では自転車や徒歩の利用

頻度が増加していることが特徴的であり、いずれも

商業施設も立地できる用途地域であることから、歩

いて暮らせるまちに住むことを志向していることが

推察される。 
 

５．おわりに 

 

本研究では、大都市圏の都市を対象に全国規模のデー

タを用いて、転居に伴う交通行動変化と転居意向の関係

を汎用性のある住宅地タイプ別に分析した。 
全体として、地方中心都市では自動車利用頻度が増加

した住区数が9割以上を占め、自動車利用頻度が減少し

た住区よりも圧倒的に多いことが分かった。そして市街

化調整区域割合が高く都心からの距離も遠い郊外部の住

宅地タイプで自動車利用頻度の増加が見られる一方、都

心周辺部から郊外部に位置する住宅地タイプでも、低層

住居専用地域割合や住居地域割合が高く人口密度が小さ

い住宅地タイプでは、自動車利用頻度の増加が見られた。

さらに、商業地域割合が高い住宅地タイプや住宅系と商

業系の用途地域を混合させた住宅地タイプのような、い

わゆる都心の商業地区にあたる住宅地タイプでも、自動

車利用頻度の増加が見られた。このことから、具体的な

住宅地タイプを取り上げてみると、地方中心都市では郊

外部だけでなく都心部でも自動車依存の傾向が高まって

いることが明らかになった。また、このうち郊外部の住

宅地タイプでは定住志向の人が多い一方、都心部の住宅

地タイプでは転居を予定している人の割合が大きく、地

方中心都市の都心部では自動車依存度が高まっているだ

けでなく郊外への流出の可能性が高いことが分かった。 
一方で、中高層住居専用地域割合の高い住宅地タイプ

や人口密度が高い住居地域では、ごく少数ではあるが転

居前後で自動車利用頻度が減少していることが分かった。

ただし、マンションやアパートに居住している人は自動

車利用頻度が減少しているもののそこに住み続けたいと

考えている人は少なく、住居地域のように商業施設も立

地した利便性の高い住宅地タイプへの居住を進めること

で自動車利用頻度が減少しかつ定住志向の人を定着させ

られる可能性があることが推察される。 
全体として、本研究では、郊外部で自動車依存度が増

しているだけでなく、都心に近く商業施設や公共交通が

整備されておりこれまで一般的に自動車に頼らなくても

生活できると考えられてきた地区においても転入者の自

動車依存は従前居住地より高まっているケースが多いこ

とが明らかとなり、政策の実効性を考える上で重要な情

報を整理することができたといえる。 
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